




研究のねらい 

野外に生息するニホンザル集団における母子行動研究のねらいは,以下の点にある。 

(1)野外集団はニホンザルの種維持の役割を果たす繁殖集団であり,そこにおいて母子行動

の原点を探る｡ 

(2)野外集団では,母子を中心とする複数の母系血縁系のメンバーと成体雄などが集団の社

会的まとまりを主として作り上げており,さまざまな母系血縁系について母子行動を比較

し,集団の社会的まとまりを生み出す要因を明らかにする。 

(3)野外集団では長期的にみると,集団成員の顔ぶれやその社会的位置がさまざまに変わり,

また集団が分裂する。このような集団の長期的変化を生み出す要因のひとつが母子行動に

あり,集団の社会的まとまりの変化を母子行動と関連づけて究明する。 

(4)飼育場面での母子行動の実験的研究において,母子行動に及ぼす生育環境の変化や母子

分離・再会などの影響について,母子の個別的特徴が著しい。このような個別的特徴が生ず

る要因を野外集団において調べる。 


